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「参加し自分たちのこ

とは自分たちで決める

町・三宅」にしたい。 
具体的には…続きは WEB でも 

裏面につづく 

新

人

紹

介 

森
内 

哲
也 

家
族
と
周
り
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

マ
イ
ペ
ー
ス
で
オ
ト
ボ
ケ
な

所
が
あ
り
ま
す
。
注
意
し
て

や
っ
て
下
さ
い
。 

娘と一緒。娘 7 歳の時。 

いろいろとご意見をいただいています。

電話がつながりにくい時は、時間をあら

ためておかけ直し下さい。 

メールでの連絡も可能です 

miyake@best-for-u.com 

http://mt.best-for-u.com/ 
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森内哲也 
1970 年 誕生 
1975 年 三宅保育所 卒園 
1977 年 三宅幼稚園 卒園 
1983 年 三宅小学校 卒業 
1986 年 奈良学園中学校 卒業 
1989 年 奈良学園高校 卒業 
1992 年 大阪府立大学 

 社会福祉学部卒業 

三
宅
町
が
好
き
な 

あ
な
た
へ 

こ
の
町
で
、
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
か
？ 

こ
の
町
で
、
安
心
し
て
老
い
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？ 

こ
の
町
は
、
笑
顔
で
子
育
て
が
で
き
ま
す
か
？ 

こ
の
町
を
、
胸
を
張
っ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？ 

こ
の
町
を
、
変
え
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

こ
の
町
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
お
カ
ネ
や
権
力
で
は
な
く
、
あ

な
た
の
思
い
で
す
。 

三
宅
町
で
の
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
勇
気
を
出
し
て
、
行

動
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
思
い
が
集
ま
れ
ば
、
三
宅
町
は
、
か
な
ら
ず
変
わ
り
ま
す
。 

こ
の
三
宅
町
を
、
私
た
ち
の
声
が
届
き 

願
い
が
か
な
え
ら
れ
る
町
に
す
る
た

め
に
、
み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ
、
一
緒
に
歩
き
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？ 
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新

人

紹

介 

写真がない！ 

いくつかボランティア活動をしており、知って

いる方々には知っていただいていますが、知

らない人は知らない。 

なので、活動している写真を掲載しよう思い

ましたが、こんな事態を想定して撮ったもの

がなく、妻が撮ってくれた、娘が中心で僕が

オマケの写真が多くなっています。(>_<)苦笑 

・三宅町に特産品を作り

たい 

 

ボランティアガイドで、他からの人を迎える事が多々ありますが、

喜んでお金を使ってもらえるような品物、製品、場所、体験を作れ

たらと、いつも感じています。 

○町内で収入源が出来る。雇用も発生する。 

△一過性の流行にとどまることはないのか。形になるまでに時間とお金がか

かるのではないか。 

【メリット・デメリット】 

・議員報酬の日当制 

・議員定数削減 

議員となれば三宅町に役立つべきで報酬は二の次。 

働かざる者、食うべからず。志しがある人と仕事がしたい。 

 
【メリット・デメリット】 

○予算の削減になる。 

△議員の価値が少ないなら報酬カット・定数削減はやむをえないが、良い人材が

集まらない可能性がある。 

・出来る限りの情報公開 何かやりたいと思ったときの基本中の基本は「知ること」 

住民による自治の基本は、まずは情報の公開。 

どういう経緯で、どういう考えの中で、それなのかを知れるように

する。公開するだけでなく、どうやって伝えるかも大事。 【メリット・デメリット】 

○わが町のことを知ることが出来る。誰がどういう考えをしているとわかれば、話も

しやすい。公開しない（秘匿しておく）ことのメリット（動かしたい者が動かしやすい）

に、住民のメリットはあるのか？ 

△プライバシーの問題。 

 

とりあえずは、このへんで。僕が考えていることは僕一人が思っているのでなく、今までもい

ろんな人が考え、現在取り組んでおられることも多々あると思います。 
そういった情報もぜひお教えいただけたらと思います。キーワードは、「参加し自分たちのこと

は自分たちで決める町」です。その為には、オカネが要ります、人材が要ります、時間が要り

ます。「何とかしたい」という思いのもとに集めること・集まることができればと考えています。 
三宅は小さい町です。ご近所付き合いもあり、表立っての声かけ等できないことも十分考え

られます。メールアドレスも設けていますので、ご意見・ご要望などお気軽にお寄せ下さい。 

 

森内哲也後援会 
三宅町伴堂 137-9 
Tel / Fax ：0745-44-4194 
サイト：http://mt.best-for-u.com 
 

メール：miyake@best-for-u.com 
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